
 

 

 

 

 

 

産業カウンセラーの活動領域の中に、職場の人間関係を良好にすることによって、

活き活きと仕事ができ、またキャリア開発も可能にするような環境作りを援助する、

というものがあります。職場環境は働く人にとても大きな影響を与えているという

ことです。 

先日放送大学を TV で見ていたら、「学級崩壊」の話をしていました。「学級崩壊」

には＜規律（ルール）＞と＜リレーション（信頼関係）＞の２つの要因があるのだ

そうです。なるほど！と思いましたので、小学校の学級集団理論からその理論を一

部ご紹介します。  

 

（※甲府市教育委員会 HP から一部抜粋（省略アリ）） 

１．ルールもリレーションも高い場合･･･意欲的で互いを尊重し合う傾向が現れてお

り、よい学級の状態。 

２．リレーションが低い場合･･･整然と落ち着いた雰囲気で授業が展開されるが、緊

張感が漂い、教師に認められた限られた少人数の子どもだけが活躍する授業に

陥りやすい。それ以外の子どもの意欲は低下し、やがて学級生活に対する不満

が、無気力や抵抗という形で表面化してくる。 

３． ルールの確立が低い場合･･･教室には自由な雰囲気があり、明るく元気に子ど

もが自己主張する場面も多いが、騒々しく落ち着かなかったり、対人関係のマ

ナー、規律やけじめが定着していないためにいじめやトラブルが頻繁に起こり

がち。 

４．ルールもリレーションも低い場合･･･いわゆる学級崩壊といった状態。一斉授業

は成立せず、子どもたちの学習が成り立たないばかりか心身が傷つけられる可

能性のある状態にある。 

 

いかがでしょう？学級を企業、教師を上司、子どもを労働者、授業を仕事に置き

換えるとまさしく職場の状態ではないでしょうか。＜規律（ルール）＞と＜リレー

ション（信頼関係）＞の関係は、子供の世界でも大人の組織でも変わらないのだな、

と実感しました。最近はこの内容を、マネジメントやハラスメント防止等の企業研

修・カウンセリングに取り入れています。 

 

 

 

カウンセラーからのメッセージ 

   学級集団理論から学ぶ＜規律＞と＜信頼関係＞ 

シニア産業カウンセラー 吉田千晶 
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